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衆
議
院
議
員
馳
浩
君
提
出
オ
ウ
ム
真
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教
対
策
に
関
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る
第
三
回
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
か
ら
三
ま
で
に
つ
い
て

オ
ウ
ム
真
理
教
が
、
一
億
六
百
万
円
を
拠
出
し
て
、
東
京
都
足
立
区
入
谷
に
土
地
及
び
建
物
（
以
下
「
足
立
入
谷
施
設
」

と
い
う
。
）
を
取
得
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
無
差
別
大
量
殺
人
行
為
を
行
っ
た
団
体
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一

年
法
律
第
百
四
十
七
号
。
以
下
「
団
体
規
制
法
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
く
本
年
五
月
十
五
日
付
け
の
公
安
調
査
庁
長
官
に
対

す
る
報
告
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
を
資
産
と
し
て
報
告
し
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
団
体
規
制
法
に
基
づ
く
公
安
調
査
庁

長
官
に
対
す
る
報
告
の
制
度
に
違
背
す
る
も
の
で
あ
り
、
公
安
調
査
庁
に
お
い
て
、
同
月
二
十
八
日
、
オ
ウ
ム
真
理
教
に
対

し
、
当
該
報
告
の
訂
正
を
指
導
す
る
と
と
も
に
、
同
年
六
月
十
一
日
、
足
立
入
谷
施
設
に
対
し
、
団
体
規
制
法
に
基
づ
く
立

入
検
査
を
実
施
し
、
そ
の
規
模
や
構
造
等
を
把
握
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

政
府
と
し
て
は
、
今
後
も
、
団
体
規
制
法
に
基
づ
き
、
オ
ウ
ム
真
理
教
に
対
す
る
観
察
処
分
を
適
正
か
つ
厳
格
に
実
施
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
種
事
案
に
対
処
し
て
い
く
と
と
も
に
、
再
発
防
止
処
分
の
要
件
を
満
た
す
と
判
断
さ
れ
る
に
至
っ

た
場
合
に
は
、
速
や
か
に
同
処
分
を
請
求
す
る
考
え
で
あ
る
。

四
に
つ
い
て

一



団
体
規
制
法
に
基
づ
く
観
察
処
分
に
付
さ
れ
て
い
る
団
体
に
対
し
て
は
、
現
行
の
団
体
規
制
法
に
お
い
て
も
、
公
安
調
査

官
の
任
意
調
査
や
立
入
検
査
に
よ
っ
て
当
該
団
体
の
無
差
別
大
量
殺
人
行
為
に
及
ぶ
危
険
性
の
程
度
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

が
で
き
る
上
、
再
発
防
止
処
分
を
行
う
な
ど
必
要
な
規
制
措
置
を
採
り
得
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
団
体
規
制
法
で
は
、
観
察
処
分
に
付
さ
れ
て
い
る
団
体
に
対
し
、
「
公
安
審
査
委
員
会
が
特
に
必
要
と
認
め
る
事

項
」
に
つ
い
て
も
、
公
安
調
査
庁
長
官
に
対
す
る
報
告
義
務
を
課
す
こ
と
が
で
き
る
旨
規
定
さ
れ
て
お
り
、
オ
ウ
ム
真
理
教

の
収
支
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
も
、
そ
の
要
件
を
満
た
す
場
合
に
は
、
報
告
義
務
を
課
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

五
に
つ
い
て

オ
ウ
ム
真
理
教
犯
罪
被
害
者
等
を
救
済
す
る
た
め
の
給
付
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
年
法
律
第
八
十
号
）
第

十
一
条
に
お
い
て
は
、
国
は
、
オ
ウ
ム
真
理
教
犯
罪
被
害
者
等
に
対
し
て
支
給
し
た
給
付
金
の
額
の
限
度
に
お
い
て
、
当
該

給
付
金
の
支
給
を
受
け
た
者
が
有
す
る
損
害
賠
償
請
求
権
を
取
得
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
取
得
し
た
当
該
損
害

賠
償
請
求
権
の
行
使
に
当
た
っ
て
は
、
給
付
金
の
支
給
の
趣
旨
が
被
害
者
等
の
救
済
に
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
被
害
者
等
の

損
害
回
復
を
妨
げ
な
い
よ
う
慎
重
か
つ
適
切
に
対
応
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

六
に
つ
い
て

二



警
察
等
の
関
係
機
関
は
、
こ
れ
ま
で
も
、
オ
ウ
ム
真
理
教
の
活
動
に
関
す
る
必
要
な
情
報
提
供
を
行
っ
た
り
、
相
談
に
応

じ
た
り
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
御
指
摘
も
踏
ま
え
、
引
き
続
き
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

七
に
つ
い
て

オ
ウ
ム
真
理
教
の
幹
部
信
徒
で
あ
る
二
ノ
宮
耕
一
が
、
昨
年
五
月
下
旬
、
「
現
代
は
民
主
主
義
の
時
代
で
あ
り
、
グ
ル
の

ね

は

ん

涅
槃
を
阻
止
す
る
た
め
に
は
、
数
の
力
が
必
要
で
あ
る
か
ら
、
一
日
も
早
く
十
万
人
を
入
信
さ
せ
よ
」
な
ど
と
発
言
し
、
信

徒
に
対
し
、
麻
原
彰
晃
こ
と
松
本
智
津
夫
の
死
刑
執
行
を
阻
止
す
る
た
め
、
多
数
の
信
徒
を
獲
得
す
る
よ
う
指
示
し
て
い
た

こ
と
を
把
握
し
て
い
る
。

八
に
つ
い
て

団
体
規
制
法
に
つ
い
て
は
、
必
要
に
応
じ
て
、
そ
の
在
り
方
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
も
引
き
続
き
検
討

を
加
え
て
ま
い
り
た
い
。

三


